
 

 

 

 

 

 

「中型獣捕獲檻作成研修会」を開催 

 

6 月 27 日に東近江地域鳥獣被害防止対策協議会(事務局：東近江地域農業センター)が農

業技術振興センターにて「中型獣捕獲檻作成研修会」を開催しました。当課は檻の設計と

組立（溶接等）の指導を行いました。 

 

この捕獲檻は、量産のワイヤーメッシュ（1ｍ×2ｍ・5 ㎝目・線径 3.2 ㎜・＠1,720 円/

枚）を加工・溶接し、ベニヤ板の「落とし板」をセットする方式です。材料費は約 2,500 円

/基と、同等の市販捕獲檻に比べて 1/18 で済みます。 

この研修会に、普及指導員や東近江管内市町獣害担当者等 10 名が参加しました。「溶接」

を初めて体験する参加者が大半で、最初は上手に溶接することができませんでしたが、徐々

に技術が向上し、約 5時間で 6基の捕獲檻が完成しました。 

完成した捕獲檻は各市町 1台ずつ配布し、実際に現地で中型獣(アライグマ・ハクビシン

等)の捕獲に使用して問題点を洗い出し、さらに改良する予定です。 

なお、滋賀県発明協会に確認したところ、この檻は一般的な捕獲檻の仕組みで、特許等

に触れることはないと思われるとのことです。 
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